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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第１四半期連結
累計期間

第56期
第１四半期連結

累計期間
第55期

会計期間
自令和３年４月１日
至令和３年６月30日

自令和４年４月１日
至令和４年６月30日

自令和３年４月１日
至令和４年３月31日

売上高 （千円） 2,354,119 2,255,270 10,081,097

経常利益又は経常損失（△） （千円） △24,281 △43,078 368,731

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）

（千円） △29,781 △47,236 59,702

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 10,145 △398 165,754

純資産額 （千円） 7,595,668 7,693,849 7,748,025

総資産額 （千円） 11,572,560 11,363,079 11,756,424

１株当たり当期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △16.60 △26.34 33.29

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.3 66.3 64.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．単位未満を四捨五入で表示しております。以下の記載も特に注書が無い場合、同様であります。ただし、合

計金額は必ずしも一致しません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 
（１）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末から３億93百万円減少し113億63百万円とな

りました。流動資産は、棚卸資産の増加１億27百万円、現金及び預金の減少２億83百万円、売上債権の減少２億90

百万円などにより４億35百万円減少し52億67百万円となりました。固定資産は、投資有価証券の増加44百万円など

により41百万円増加し60億96百万円となりました。

流動負債は、仕入債務の減少77百万円、未払法人税等の減少１億24百万円、賞与引当金の減少36百万円などによ

り２億38百万円減少し25億62百万円となりました。固定負債は、長期借入金の減少96百万円などにより１億１百万

円減少し11億７百万円となりました。なお、長期・短期借入金は１億円減少し10億98百万円となりました。

株主資本は、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純損失47百万円、配当金の支払で54百万円減少したこと

により１億１百万円減少し72億63百万円、その他の包括利益累計額は43百万円増加し２億68百万円、非支配株主持

分は４百万円増加し１億63百万円となり純資産は54百万円減少し76億94百万円となりました。
 

②経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、まん延防止等重点措置が解除され、抑制されてきた人流が

少しずつ戻り、対面型サービスを中心とする個人消費関連業種に復調のきざしがみられたものの、ロシア・ウクラ

イナ情勢の長期化、急速な円安の進行、原油・原材料価格の高止まりなど不透明な外部環境は、製造業を中心に多

くの企業の収益力の低下をもたらす要因となりました。

このような環境のなか、当社グループは引き続き新型コロナウイルスの感染拡大防止に最大限努めつつ、顧客の

ニーズに対応し、グループ企業のすべての分野で積極的な最適提案営業活動に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は22億55百万円（前年同期比4.2％減）となりました。損益面に

おきましては、営業損失は53百万円（前年同期は営業損失40百万円）、経常損失は43百万円（前年同期は経常損失

24百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は47百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損

失30百万円）となりました。
 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。（セグメント間の内部売上高は含めておりません。）

（切削機具事業）

切削機具及び消耗品の売上が前年並みに推移し、売上高は８億10百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

また、原価高騰の吸収に努めましたが、営業利益は28百万円（前年同期比37.6％減）となりました。

（特殊工事事業）

高速道路、ダムのメンテナンス関連等の大型案件の売上が順調に推移し、売上高は４億71百万円（前年同期比

7.7％増）となりました。営業利益は32百万円（前年同期比84.9％増）となりました。

（建設・生活関連品事業）

コロナ禍が続くなか、商品の品不足や入荷遅延等の影響および主要顧客からの受注の低迷により、売上高は７億

14百万円（前年同期比8.3％減）となりました。原価高騰等の影響により、営業利益は13百万円（前年同期比

46.8％減）となりました。

（工場設備関連事業）

新規顧客からの受注は順調に推移しているものの、主要顧客からの受注回復の遅れや、半導体不足の影響による

原材料・電気部品の不足の影響により、売上高は１億37百万円（前年同期比24.6％減）となりました。原価並びに

販売費及び一般管理費の低減に努め、営業損失は４百万円（前年同期は営業損失14百万円）となりました。

（介護事業）

高齢者賃貸住宅、サービス付高齢者賃貸住宅の入居者減の影響および新型コロナウイルス感染拡大の影響のた

め、売上高は81百万円（前年同期比14.5％減）となりました。また、人件費を含む販売費及び一般管理費が嵩み、

営業損失は14百万円（前年同期は営業損失３百万円）となりました。

（ＩＴ関連事業）

大手顧客の委託業務停止の影響が続き、売上高は41百万円（前年同期比26.7％減）となりました。原価並びに販

売費及び一般管理費の低減にも努め、営業損失は６百万円（前年同期は営業損失６百万円）となりました。
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（２）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は24百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,860,000

計 2,860,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（令和４年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（令和４年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,864,011 1,864,011
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 1,864,011 1,864,011 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

令和４年４月１日～

令和４年６月30日
－ 1,864,011 － 4,090,270 － 2,551,970

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（令和４年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    令和４年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 70,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,781,600 17,807 －

単元未満株式 普通株式 11,811 －
１単元（100株）未

満の株式

発行済株式総数  1,864,011 － －

総株主の議決権  － 17,807 －

　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。　　

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数９個が含まれておりません。

②【自己株式等】

    令和４年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社コンセック
広島市西区商工セン

ター四丁目６番８号
70,600 － 70,600 3.79

計 － 70,600 － 70,600 3.79

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（令和４年４月１日から令

和４年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（令和４年４月１日から令和４年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(令和４年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和４年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,695,505 1,412,425

受取手形、売掛金及び契約資産 2,367,080 1,800,645

電子記録債権 177,562 453,712

商品及び製品 949,116 1,018,460

仕掛品 39,011 62,563

原材料及び貯蔵品 398,069 432,269

その他 80,082 90,788

貸倒引当金 △4,914 △4,052

流動資産合計 5,701,511 5,266,811

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,926,419 3,932,755

減価償却累計額 △2,862,597 △2,882,693

建物及び構築物（純額） 1,063,822 1,050,062

機械及び装置 575,240 591,776

減価償却累計額 △442,457 △462,935

機械及び装置（純額） 132,783 128,841

土地 3,483,010 3,483,010

その他 984,180 1,000,292

減価償却累計額 △901,250 △912,673

その他（純額） 82,930 87,619

有形固定資産合計 4,762,545 4,749,531

無形固定資産   

のれん 12,563 11,421

その他 21,634 21,443

無形固定資産合計 34,197 32,864

投資その他の資産   

投資有価証券 648,642 692,933

繰延税金資産 87,662 95,062

退職給付に係る資産 264,204 266,193

その他 263,867 265,868

貸倒引当金 △6,204 △6,182

投資その他の資産合計 1,258,171 1,313,873

固定資産合計 6,054,914 6,096,269

資産合計 11,756,424 11,363,079
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(令和４年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和４年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,154,392 1,010,159

電子記録債務 646,583 713,874

短期借入金 515,228 511,893

未払法人税等 153,259 28,933

賞与引当金 109,569 73,817

完成工事補償引当金 462 492

その他 221,129 223,298

流動負債合計 2,800,622 2,562,466

固定負債   

長期借入金 681,860 585,647

役員退職慰労引当金 143,116 143,759

退職給付に係る負債 332,691 324,763

その他 50,110 52,595

固定負債合計 1,207,777 1,106,764

負債合計 4,008,399 3,669,230

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 2,629,074 2,629,074

利益剰余金 747,426 646,389

自己株式 △102,978 △102,978

株主資本合計 7,363,792 7,262,755

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 33,531 46,602

為替換算調整勘定 125,616 160,519

退職給付に係る調整累計額 65,915 61,301

その他の包括利益累計額合計 225,062 268,422

非支配株主持分 159,172 162,673

純資産合計 7,748,025 7,693,849

負債純資産合計 11,756,424 11,363,079
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年６月30日)

売上高 2,354,119 2,255,270

売上原価 1,824,730 1,742,401

売上総利益 529,389 512,870

販売費及び一般管理費 569,418 565,436

営業損失（△） △40,029 △52,566

営業外収益   

受取利息 735 330

受取配当金 8,647 9,101

受取手数料 1,810 1,559

受取家賃 3,367 3,262

貸倒引当金戻入額 － 890

その他 4,822 6,601

営業外収益合計 19,381 21,743

営業外費用   

支払利息 902 755

為替差損 2,008 11,185

その他 723 315

営業外費用合計 3,632 12,254

経常損失（△） △24,281 △43,078

特別利益   

投資有価証券売却益 2,374 982

特別利益合計 2,374 982

特別損失   

固定資産除売却損 0 327

投資有価証券評価損 － 156

特別損失合計 0 483

税金等調整前四半期純損失（△） △21,907 △42,579

法人税、住民税及び事業税 16,996 17,840

法人税等調整額 △5,200 △6,676

法人税等合計 11,796 11,164

四半期純損失（△） △33,703 △53,743

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,921 △6,507

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △29,781 △47,236
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年６月30日)

四半期純損失（△） △33,703 △53,743

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,668 14,150

為替換算調整勘定 43,299 43,809

退職給付に係る調整額 △3,118 △4,614

その他の包括利益合計 43,848 53,345

四半期包括利益 10,145 △398

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,592 △3,876

非支配株主に係る四半期包括利益 5,553 3,478
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　令和３年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（令和４年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（令和４年６月30日）

受取手形割引高 9,590千円 9,864千円

受取手形裏書譲渡高 9,704 9,232

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 令和３年４月１日
至 令和３年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日）

減価償却費 34,697千円 35,018千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　令和３年４月１日　至　令和３年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年６月29日

定時株主総会
普通株式 44,842 25  令和３年３月31日  令和３年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　令和４年４月１日　至　令和４年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和４年６月29日

定時株主総会
普通株式 53,801 30  令和４年３月31日  令和４年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自令和３年４月１日　至令和３年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

売上高        

外部顧客への売上高 804,784 437,249 778,717 182,313 94,722 56,334 2,354,119

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,850 － 2,555 7,884 － 430 14,718

計 808,634 437,249 781,272 190,197 94,722 56,764 2,368,837

セグメント利益
又は損失（△）

45,322 17,054 23,891 △14,045 △2,809 △6,394 63,020

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金　額

　報告セグメント計 63,020

　セグメント間取引消去 △832

　全社費用（注） △102,217

　四半期連結損益計算書の営業損失 △40,029

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自令和４年４月１日　至令和４年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

売上高        

外部顧客への売上高 810,440 470,717 714,420 137,395 81,023 41,275 2,255,270

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,438 － 2,300 9,471 － 3,937 17,146

計 811,879 470,717 716,720 146,866 81,023 45,212 2,272,416

セグメント利益
又は損失（△）

28,268 31,541 12,702 △4,339 △14,005 △6,120 48,047

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金　額

　報告セグメント計 48,047

　セグメント間取引消去 △4,049

　全社費用（注） △96,565

　四半期連結損益計算書の営業損失 △52,566

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自令和３年４月１日　至令和３年６月30日）

主要な財又はサービスの種類別に分解した顧客との契約から生じる収益は以下のとおりであります。

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

穿孔・切断機器 209,464 － － － － － 209,464

ダイヤモンド切削消耗品 216,813 － － － － － 216,813

特注機及び切削関連器具 378,507 － － － － － 378,507

特殊工事 － 437,249 － － － － 437,249

建設機械・工具 － － 151,996 － － － 151,996

建設資材 － － 575,649 － － － 575,649

住宅ＯＡ機器及び生活関連機

器
－ － 34,079 － － － 34,079

工場設備 － － － 182,313 － － 182,313

介護サービス － － － － 94,722 － 94,722

ＩＴ関連サービス － － － － － 56,334 56,334

顧客との契約から生じる収益 804,784 437,249 761,724 182,313 94,722 56,334 2,337,126

 

収益認識の時期別に分解した顧客との契約から生じる収益は以下のとおりであります。

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

一時点で移転される
財又はサービス 804,784 － 761,724 182,313 － 14,776 1,763,598

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス － 437,249 － － 94,722 41,558 573,528

顧客との契約から生じる収益 804,784 437,249 761,724 182,313 94,722 56,334 2,337,126

 

各セグメントの分解情報と（セグメント情報等）に記載した「外部顧客への売上高」との関係は以下のとおりであ

ります。

      （単位：千円）

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

顧客との契約から生じる収益 804,784 437,249 761,724 182,313 94,722 56,334 2,337,126

その他の収益 － － 16,992 － － － 16,992

外部顧客への売上高 804,784 437,249 778,717 182,313 94,722 56,334 2,354,119

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。
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当第１四半期連結累計期間（自令和４年４月１日　至令和４年６月30日）

主要な財又はサービスの種類別に分解した顧客との契約から生じる収益は以下のとおりであります。

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

穿孔・切断機器 220,398 － － － － － 220,398

ダイヤモンド切削消耗品 244,193 － － － － － 244,193

特注機及び切削関連器具 345,849 － － － － － 345,849

特殊工事 － 470,717 － － － － 470,717

建設機械・工具 － － 124,356 － － － 124,356

建設資材 － － 533,478 － － － 533,478

住宅ＯＡ機器及び生活関連機

器
－ － 39,541 － － － 39,541

工場設備 － － － 137,395 － － 137,395

介護サービス － － － － 81,023 － 81,023

ＩＴ関連サービス － － － － － 41,275 41,275

顧客との契約から生じる収益 810,440 470,717 697,376 137,395 81,023 41,275 2,238,226

 

収益認識の時期別に分解した顧客との契約から生じる収益は以下のとおりであります。

      （単位：千円）

 報告セグメント

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

一時点で移転される
財又はサービス 810,440 － 697,376 137,395 － 6,997 1,652,209

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス － 470,717 － － 81,023 34,278 586,018

顧客との契約から生じる収益 810,440 470,717 697,376 137,395 81,023 41,275 2,238,226

 

各セグメントの分解情報と（セグメント情報等）に記載した「外部顧客への売上高」との関係は以下のとおりであ

ります。

      （単位：千円）

 切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活
関連品事業

工場設備
関連事業

介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

顧客との契約から生じる収益 810,440 470,717 697,376 137,395 81,023 41,275 2,238,226

その他の収益 － － 17,044 － － － 17,044

外部顧客への売上高 810,440 470,717 714,420 137,395 81,023 41,275 2,255,270

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　令和３年４月１日

至　令和３年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　令和４年４月１日
至　令和４年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △16円60銭 △26円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円） △29,781 △47,236

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）
△29,781 △47,236

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,794 1,793

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
  

令和４年８月９日
　

株式会社コンセック
 
取締役会　御中
　

 

有限責任監査法人トーマツ
 

広島事務所
　

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 家元　清文

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　秀敏

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コンセッ

クの令和4年4月1日から令和5年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（令和4年4月1日から令和4年6月30

日まで）及び第1四半期連結累計期間（令和4年4月1日から令和4年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コンセック及び連結子会社の令和4年6月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

       ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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